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そのうち RINO1, MIK, ITPK1, ITPK4, ITPK6, IPK1, LPA1の 7遺伝子が ABA添加後に上昇した。この 7




する RINO1, ITPK4, ITPK6, IPK1, LPA1, MRP5の 6遺伝子の発現パターンが互いに相関を示すことがわ
かった。これらの遺伝子と高い相関を示す転写因子を探索し、11 個の遺伝子を見いだした。そのうち、
ABAに明瞭に応答する 3遺伝子を選んで、培養細胞に導入して、過剰発現細胞を構築した。そのうちの


















審   査   の   要   旨 
 
本論文はフィチン酸合成系の制御に関する研究を進めたものである。イネの培養細胞を用いた実験系を
立ち上げその有用性を示した。それを利用して実際に制御遺伝子の一個を明らかにした。また、この培養
細胞が有する、胚的な遺伝子発現を行っているという特異な性質を初めて明らかにした。これらの技術や
知見は新規なものであり、フィチン酸合成系の制御に関する研究の進展に大いに資するものであり、かつ、
環境浄化などへの応用への展開も期待でき、学問的かつ応用的な価値の高い論文であると評価した。 
平成２６年１月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
